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1. はじめに 
Life Cycle Thinking（以下：ライフサイクル思考）は、
製品等の資源の採掘から、素材や部品の製造、組立、

使用、廃棄に至るまでの一生（ライフサイクル）を考

えることを指す。物事を一面的にとらえるのではなく、

多面的にとらえる能力が鍛えられるとともに製品等に

はすべてつながりがあるという認識を高めることがで

きると考えられる。 
ESD （Education for Sustainable Development）は、地
球に存在する人間を含めた命ある生物が、遠い未来ま

でその営みを続けていくために、これらの課題を自ら

の問題として捉え、一人ひとりが自分にできることを

考え、実践していくこと（think globally, act locally）を
身につけ、課題解決につながる価値観や行動を生み出

し、持続可能な社会を創造していくことを目指す学習

や活動のことを指す。「学校における持続可能な発展の

ための教育（ESD）に関する研究[最終報告書]」では、
ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度と
して，7つの能力・態度を抽出し設定した。ESDの重
視する 7つの能力・態度とは、1.批判する能力,	
 2.未
来像を予測して計画を立てる能力,3.多面的、総合的に
考える力,4.コミュニケーションを行う能力,5.他者と協
力する態度,6.つながりを尊重する態度,7.進んで参加す
る能力である。 
本研究では、ライフサイクル思考を学ぶことにより、

ESDの重視する 7つの能力・態度をもとにその能力を
伸ばすことに寄与するか検証するために、ライフサイ

クル思考環境教育の実施と授業の前、講義後、グルー

プワーク後のアンケート調査を通じて考察する。 
2. 評価対象及び研究方法 
研究対象は、東京都世田谷区にある東京都市大学等々

力中学校にて 11月 19日（土）10:30~12:10に行われた
ライフサイクル思考の授業を受ける中学 2年生 199名
を対象とし、アンケート調査によって算定する。 
対象となる授業は、講義とグループワークという構成

となっている。調査方法は、授業前、講義が終わった

後、グループワークが終わった後の計 3回行い、属性
と ESDの重視する 7つの能力・態度について問う。 

2.1 授業内容 
  
賽子の例 賽子の面の合計を予想してもらい、多面

的に考える方法の紹介。 
定義の説

明 
ライフサイクル思考等の定義の説明。 

野菜の例 野菜のライフサイクルの説明と地産地

消に触れることで輸送段階の話に触れ

る。 
携帯電話

の例 
携帯電話のライフサイクルの紹介から

都市鉱山や紛争鉱物等紹介を行う。見え

ない部分も考えるという一環で児童労

働の問題にも触れる。 
グループ

ワーク 
携帯電話をもとにグループの中で「児童

労働者」「メーカー」「消費者」の 3チー
ムに分かれディスカッションを行う。 

講義は主に 3.多面的、総合的に考える力、6.つながり
を尊重する態度が伸び、グループワークではすべての

能力が上昇するという仮説を立ている。 
2.2 研究方法 
それぞれの能力の相関をとるために、2つの量的変数
の間の直接的関係の程度を表す指標であるピアソンの

積率相関係数を扱い算定する。 

 
rが 1に近づくほど 2変数間の直線的な関係は、強
く、これを「相関が強い」という。0に近づくほ 
ど無関係になり「相関がない」という。 
3. 結果 
今回の被験者すべてのアンケート結果を平均化し比

較したものを図 1に示す。 
全ての能力が少なからず上昇していることがわかる。 
どんな能力に対しても上昇傾向があるということは、

教えるという行為はほとんど何らかの影響を与える。



教えるという行為は常に気を使いながら行う必要があ

るということがわかる。講義よりグループワークでの

影響が大きく出ていることがわかる。多面的に考える

力、つながりを尊重する態度が事前～最後で約 30％の
増加率がみられる。講義では、多面的に考える力とつ

ながりを尊重する態度が上昇すると考えたが、批判す

る能力も同様に伸びていた。批判する能力が上昇する

理由として挙げられるのは、賽子を使った例で表面だ

けだは考えずに多面的に見ることが大切という講義の

際に、疑って物事をみるということを指導したことが

寄与していると考えられる。また、「未来像を予測して

計画を立てる能力」が能力として増加率が低い結果と

なった。 

 
図 1 授業の前中後での比較＜全体＞ 

 男女のアンケート結果を平均化し比較したものを図
2,3に示す。全体的に女子生徒の方がもともとの能力値
が高く出ている。また、講義やグループワークに対し

ての影響も能力の増加率として女子生徒の方が大きく

出ている。どちらの性別も講義よりグループワークで

の影響が大きく出ている。事前～2回目においてつな
がりを尊重する態度が男子生徒より女子生徒の方が

15％多く増加している。男子生徒に関して、講義、グ
ループワークともにライフサイクル思考が影響すると

考えられる多面的な能力が一番伸びており、次に批判

する能力が伸びている。コミュニケーションを行う能

力がほかの能力に比べ、増加率が低くなっている。今

回、グループワークにおいてコミュニケーションを行

う能力で影響が出ると考えられたが、今回の結果から

男子生徒に関してはグループワークで大いなる上昇傾

向がみられず、今回の授業の課題として挙げられる。 
図 4に関して r≧0.7が橙に塗りつぶされている。 
全体でみると「多面的、総合的に考える力」と「批判

する能力」、「つながりを尊重する態度」の相関が取れ

ていることがわかる。ライフサイクル思考を学ぶこと

によって生まれる「多面的、総合的に考える力」と「つ

ながりを尊重する態度」と同時に「批判する能力」が

伴ってくることが今回の結果から推察される。 

 
図 2 授業の前中後での比較＜男＞ 

 

図 3 授業の前中後での比較＜女＞ 

批判する能力未来像を予測して計画を立てる能力多面的、総合的に考える力コミュニケーションを行う能力他者と協力する態度つながりを尊重する態度進んで参加する能力

批判する能力 1 0.66717 0.758141 0.668071 0.484186 0.656671 0.520662101

未来像を予測して計画を立てる能力 1 0.617022 0.606517 0.623947 0.595537 0.625513685

多面的、総合的に考える力 1 0.696769 0.527441 0.719228 0.481546253

コミュニケーションを行う能力 1 0.680944 0.659722 0.569211539

他者と協力する態度 1 0.580411 0.635846416

つながりを尊重する態度 1 0.599938201

進んで参加する能力 1

＜全体＞

最後

 
図 4 7つの能力の相関＜全体＞ 

4. まとめ 
本研究では、東京都市大学等々力中学校の elsaによ
るライフサイクル思考の授業を対象にアンケート調査

及び分析を行った。授業前、講義後、グループワーク

終了後の計 3回でアンケートを取った結果、男女とも
に ESDで重視する能力・態度である 7つの能力ですべ
て上昇傾向にあることが分かった。単純集計や単回帰

分析の結果から、ライフサイクル思考の授業は、「批判

する能力」「多面的、総合的に考える力」「つながりを

尊重する態度」に上昇傾向で影響を与えることが推察

される。 
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